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Calculation of Fission Fragment Yields for thermal
neutron reaction of 239Pu/熱中性子核反応における

239Puの核分裂収率の計算
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239Puの熱中性子核反応における核分裂収率を核反応モデル計算コード CCONE~[1]を用いて計算し
た。実験データと比較して検証した結果を本発表で行う。
これまでの核データにおける核分裂収率の評価は、主に独立核分裂収率と積算核分裂収率を基に
して評価値が決められてきた。しかし核分裂収率は、全運動エネルギー (TKE) や即発中性子、崩
壊熱など様々な観測量と関連する物理量であり、それらも考慮した評価値の決定が求められてい
る。JENDL-5~[2] でいくつかの改良が実施されたが、依然として核分裂に伴う観測量との相関は総
合的に考慮されていない。この問題を解決するために、我々は核反応モデル計算コード CCONE~[1]
を用いた核分裂収率計算システムを開発した。この計算システムでは、核分裂直後の収率分布を
５-Gaussianモデルで近似することで、TKEや即発中性子、崩壊熱などの核分裂に伴う観測量を系統
的に計算することができる。本発表では、この239Pu の核分裂収率を計算した結果について紹介す
る。
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